
 

2005年（平成17年） 

[2005/00/Ha] 原田隆史「オープンソースを利用した図書館システム」，『INFOPRO2005予稿集』，2005. 

[2005/00/Ku] 熊田淳美「『国書総目録』の文化史的背景；第一部：戦前の国史・国文学界と幻の岩波『国

書解題』」，『中央大学文学部紀要』，Vol.39,No.3,4，2005，p144-80. 

[2005/00/Ok] 岡野純子「RLG総合目録への書誌レコード登録と国際貢献」，『Medianet』（慶応義塾大学メ

ディアセンター本部），(通号12)，2005，p38-39. 

[2005/00/Sa] 作野誠「学術雑誌必要度調査結果の概要：愛知学院大学歯学・薬学図書館情報センターにお

ける学術情報基盤の充実を目指して」，『館灯』（私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），44，

2005，p9-14. 

[2005/00/Se] 関秀行「OPAC改善の動き：OPAC改善検討ワーキング」，『Medianet』（慶応義塾大学メディア

センター本部），(通号12)，2005，p36-37. 

[2005/00/Se] 関口素子「ILLシステムのその後と昨今のサービス展開」，『Medianet』（慶応義塾大学メデ

ィアセンター本部），(通号12)，2005，p56-58. 

[2005/00/To] 東京都立中央図書館資料管理課「“中国語、韓国・朝鮮語図書のNACSIS-CAT(国立情報学研

究所目録所在情報サービス・目録システム)の利用”（サービスの新たな展開）」，『都立図書館報』，(154)，

2005，p20. 

[2005/02/Fu] 古里兌夫「Web上における図書館目録の公開と予約利用形態の変化：品川区立図書館におけ

るインターネットによる貸出予約開始と利用状況の変化（特集：Webによる図書館サービスの可能性を

探る）」，『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），99(2)，2005.02，p82-85.  

[2005/02/Ue] 上田修一「ウェブの 10年を図書館はどう過ごしてきたか（特集：Webによる図書館サービ

スの可能性を探る）」，『図書館雑誌』（日本図書館協会，ISSN:03854000），99(2)，2005.02，p79-81.  

[2005/03/Eg] 江上敏哲（京都大学情報学研究科図書室）「欧州の日本資料図書館における活動・実態調査

報告:日本資料・情報の管理・提供・入手」， 『大学図書館研究』（ISSN:03860507），No.73，2005.03，

p45-56.  

[2005/03/Ko] 国公私立大学図書館協力委員会平成16年度シンポジウム企画委員会「国公私立大学図書館

協力ニュース：平成16年度シンポジウム「日本の書誌ユーティリティとGIFの進展と課題」報告」，『大

学図書館研究』（ISSN:03860507），No.73，2005.03，p69-80. 

[2005/03/Ko]◎国公私立大学図書館協力委員会著作権問題拡大ワーキンググループ『大学図書館における

著作権問題Q&A；第4版』，2005.03. ＊全面改訂。国立大学図書館協会のWebサイトで公開。 

[2005/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成17年度遡及入力事業について」，『NACSIS-CAT/ILLニ

ュースレター』，16号，2005.03.25. 

[2005/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「NACSIS-CAT参照ファイルにOCLCを導入」，『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，16号，2005.03.25. 

[2005/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「「教科書に関する取扱い及び解説」，「コーディングマニュ

アル（教科書に関する抜粋集）」の公開」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，16号，2005.03.25. 

[2005/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「NACSIS-CAT/ILLシステムの移行について」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，16号，2005.03.25.  

[2005/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成 17年度総合目録データベース実務研修実施報告」，

『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，16号，2005.03.25. 

[2005/03/Ko] 小山憲司「NACSIS-CATを活用した大学図書館における目録業務の現状と課題--東京大学総

合図書館における書誌レコード調整業務を中心に」，『TP&Dフォーラムシリーズ』（TP&Dフォーラム実行

委員会 ISSN:0918404X），通号12-14，2005.03，p59-72.  

[2005/03/Na] 中田晴美「大学ポータルと図書館システムの連携：名古屋学院大学の事例」，『館灯』（私立

大学図書館協会西地区部会東海地区協議会），43，2005.03，p20-27. 

[2005/03/Oo] 大場高志「国立情報学研究所の新たな情報提供サービス」，『看護と情報：看護図書館協議会



 

誌』，12，2005.03，p87-89. 

[2005/03/Sa] 佐藤康之「<動向レビュー>MARCとメタデータのクロスウォーク（CA1552）」，『カレントアウ

ェアネス』，No.283，2005.03，p11-15. 

[2005/03/Ta] 高橋菜奈子（一橋大学附属図書館）「NACSIS-CATにおける韓国・朝鮮人著者名典拠の標目記

述とその課題 : 韓・日出版物にみる著者名表記の字体と著者略歴の分析を通して」，『日本図書館情報学

会誌』（日本図書館情報学会 ISSN:13448668），Vol.51, No.1，2005.03，p15-24  

[2005/03/To] 兎内勇津流（北海道大学スラブ研究センター講師）「NII総合目録データベースにおける著

者名典拠ファイルの形成過程」，『大学図書館研究』（大学図書館研究編集委員会 ISSN:03860507），No.73，

2005.03，p1-13  

[2005/04/Ko]◎国立国会図書館関西館事業部図書館協力課綜合目録係『国内公共図書館の相互貸借等に関

する調査報告書：国立国会図書館総合目録ネットワーク参加館状況調査のまとめ（デジタル環境下にお

けるILL，ドキュメント･デリバリーとその運用基盤）』，『図書館研究シリーズ』，No.38，2005.04. 

[2005/05/Ni] 新元公寛「会議録・会議資料：OCLCが提供する会議録検索用データベース」，『情報の科学

と技術』，Vol.55,No.5，2005.05，p224-226.＊FirstSearchで提供するProceedingsFirstとPapersFirst 

[2005/05/Ya] 山田稔「Worldcatは「真の世界書誌」をめざす」，『司書の目と耳』（愛知淑徳大学図書館），

2005.05. ＊<http://www2.aasa.ac.jp/org/lib/j/issues_i/metomimi/metomimi2005html#20050512> 

 [確認：2009年2月22日] 

[2005/06/Is] 石田栄美「日本十進分類法と基本件名標目の相互マッピングの試み」，『文化情報学』（駿河

台大学文化情報学部 ISSN13410962），Vol.12, No.1，2005.06，p1-11. ＊NACSIS-CATの書誌データ 10

万件を使用しての相互マッピング。 

[2005/06/Ki] 北克一[ほか]「第52回日本図書館情報学会研究大会シンポジウム記録：図書館目録とメタ

データ情報の組織化における新たな可能性<学会記事>」，『日本図書館情報学会誌』（日本図書館情報学会 

ISSN:13448668），Vol.51, No.2（通号162），2005.06，p75-98.  

[2005/06/Ya] 山中秀夫「和古書総合目録構築のための基本的問題に関する考察」，『日本図書館情報学会誌』

（日本図書館情報学会 ISSN:13448668），Vol.51, No.2，2005.06，p62-74  

[2005/06/Yo] 横山幸雄「図書館目録とメタデータ：情報の組織化における新たな可能性（第52回日本図

書館情報学会研究大会シンポジウム記録）」，『日本図書館情報学会誌』（日本図書館情報学会 

ISSN:13448668），Vol.51, No.2，2005.06，p75-98. 

[2005/06/Yo] 吉野貴庸「大学図書館のボロイング・ポリシー：貸借資料の複写可否」，『大学図書館問題研

究会誌』，28，2005.06，p1-13.  

[2005/07/Ki] 喜田哲也，南俊朗「図書目録カード画像検索システムの改善：扱いやすく柔軟なインタフェ

ースへの移行」，『電子情報通信学会技術研究報告』（ISSN09135685），105(172)（DE2005 65-106），2005.07，

p151-156. 

[2005/07/Ko]◎国公私立大学図書館協力委員会『大学図書館協力における資料複製に関するガイドライン』，

2005.07. ＊国立大学図書館協会のWebページで公開。 

[2005/07/Ta] 竹内比呂也「第1章 大学図書館の現状と政策」，『変りゆく大学図書館/逸村裕，竹内比呂也

[ほか]編著』（剄草書房），2005.07，p10-. 

[2005/08/Mo] 森本英幸「NII Webcat Plusの北アメリカ地域での有用性：検索及び基盤となる書誌レコー

ドの観点より」，『大学図書館研究』（大学図書館研究編集委員会 ISSN:03860507）No.74，2005.08，p19-27  

[2005/08/No] 野末道子「土木図書館目録書誌目録データベース検索用語選択支援インタフェースの構築と

評価」，『土木学会年次学術講演会概要集（CD-ROM）』，Vol.60th.Disk2，2005.08.  

[2005/08/Ok] 岡嶌偉久子「総合目録における和漢古書書誌記述の考察:NACSIS-CAT(NII)及び NCR での取

扱いを踏まえて」，『大学図書館研究』（学術文献普及会 ISSN:03860507），No.74，2005.08，p1-8.  

[2005/08/Wa] 渡邊隆弘「継続資料の組織化と総合目録データベース」，『大学図書館研究』（大学図書館研

究編集委員会 ISSN:03860507），No.74，2005.08，p9-18 



 

[2005/09/Ir] 入江伸「ライブラリーシステム研究会の活動と今後のテーマ（特集：図書館システム）」，『医

学図書館』，Vol.52，No.3，2005.09，p246-250. ＊Z.39.50プロトコルの適用。 

[2005/09/Ku] 工藤邦彦「和古書の組織化における現状と課題」，『図書館学』（西日本図書館学会），87，

2005.09，p51-64. 

[2005/09/Ku] 黒澤公人「図書館システム コンピュータの進化と図書館システムの進化：図書館システム

ビッグバン40年間の旅へ」，『医学図書館』，Vol.52，No.3，2005.09，p215-222. 

[2005/09/Ma] 牧田眞紀子「図書館システム更新から1年半を経過して（特集：図書館システム）」，『医学

図書館』，Vol.52，No.3，2005.09，p234-236. ＊リコー製Limedio 

[2005/09/Sh] 志村直子[ほか]「順天堂大学図書館におけるiLiswaveの導入の実例（特集：図書館システ

ム）」，『医学図書館』，Vol.52，No.3，2005.09，p229-233. 

[2005/09/Sh] 白木俊男「図書館システム更新に伴う考察（特集：図書館システム）」，『医学図書館』，Vol.52，

No.3，2005.09，p223-228. 

[2005/10/Ha] 林賢紀「RSS（Rich Site Summary）を活用したOPACサービスの展開：農林水産研究情報セ

ンターにおける事例」，『情報プロフェッショナルシンポジウム予稿集』，Vol.2nd，2005.10，p167-171. 

[2005/10/Ha] 原田隆史，横山瑠美，長井英夫，佐々木雅吾「オープンソースを利用した図書館システム」，

『情報プロフェッショナルシンポジウム予稿集』，Vol.2nd，2005.10，p173-176. 

[2005/10/Ko] 小島浩之「図書館とOPAC・漢籍目録（学術リーソースレビュー：学術サイト）」，『漢字文献

情報処理研究』（好文出版），No.6，2005.10，p200-202. 

[2005/10/Ko]◎国立情報学研究所書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト『書誌ユーティリティ課題検

討プロジェクト最終報告』(国立情報学研究所)，2005.10，12p. 

 <http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/ncat_info_kadaiPT-last-report.pdf> 

[2005/10/To] 豊田久美子「相互貸借と文献入手（病院図書室研究会2005年度第1回研修会）」，『ほすぴた

るらいぶらりあん』，107，2005.10，p226-232. 

[2005/11/Do] 呑海沙織「利用者志向の図書館サービス：変化する利用者と図書館の関係性（特集：大学図

書館2005）」，『図書館雑誌』，99(11)，2005.11，p785-786. 

[2005/11/Ja] Jackson，Mary E.「ドキュメント・デリバリー・サービスの将来（デジタル環境下における

ILLドキュメント・デリバリーとその運用基盤）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:18804845），No.38，

2005.11，p121-146. 

[2005/11/Ki] 北克一「総合目録の現状と今後の方向性：第12回総合目録ネットワーク参加館フォーラム

講演（デジタル環境下におけるILLドキュメント・デリバリーとその運用基盤）」，『図書館研究シリーズ』

（ISSN:04541960），No.38，2005.11，p85-115  

[2005/11/Ko] 国立国会図書館関西館事業部図書館協力課編「国内公共図書館の相互貸借等に関する調査報

告書：国立国会図書館総合目録ネットワーク参加館状況調査のまとめ（デジタル環境下におけるILLド

キュメント・デリバリーとその運用基盤）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:18804845），No.38，2005.11，

p1-83.  

[2005/11/Pf] Pfleger，Mat「デジタル時代における英国図書館の文献提供（デジタル環境下におけるILL

ドキュメント・デリバリーとその運用基盤）」，『図書館研究シリーズ』（ISSN:18804845），No.38，2005.11，

p121-146. 

[2005/11/To] 當山仁健，永田智和，玉城史朗「利用者のプロフィールを考慮した連想検索OPACの構築（検

索）」，『情報処理学会研究報告．自然言語処理研究会報告』，2005(117)，2005.11，p38-38. 

[2005/12/In] 稲濱みのる「新しい国際目録原則（CA1571）」，『カレントアウェアネス』，No.286，2005.12，

p4-5. 

2006年（平成18年） 

[2006/00/Ha] 長谷川豊祐「フォーカス・グループ・インタビューによる大学図書館業務電算化の構造解明」，

『三田図書館・情報学会研究大会発表論文集』，Vol.2006年度，2006，p17-20. 



 

[2006/00/Ha] 橋詰秋子「FRBRから見たJAPAN/MARCフォーマットの機能的構造」，『三田図書館・情報学会

研究大会発表論文集』，Vol.2006年度，2006，p53-56. 

[2006/00/Ki] 木下和彦「<海外レポート>北米図書館における図書館システム導入動向調査」，『Medianet』

（慶応義塾大学メディアセンター本部），(通号13)，2006，p52-55. 

[2006/00/Na] 中村亜日香「OPAC改善の動き・続：OPAC改善委員会」，『Medianet』（慶応義塾大学メディア

センター本部），(通号13)，2006，p32-33. 

[2006/00/Ta] 高橋菜奈子「全国漢籍データベースとNACSIS-CATデータベース比較：漢籍目録の書誌記述

の標準化のために」，『漢籍』(漢籍研究会)，No.13，2006，p57-73. 

[2006/00/To] 東京都立中央図書館資料管理課「“NACSIS-CAT参加後の中国語、韓国・朝鮮語図書の書誌

所蔵データ入力と資料検索”（サービス）」，『都立図書館報』，(155)，2006，25-26 

[2006/00/Wa] 渡邉智康「機械化による図書館の変化：特にインターネットの出現」，『短期大学図書館研究』

(私立短期大学図書館協議会)，26，2006，p87-92. 

[2006/01/Ha]◎長谷川豊祐『大学図書館業務電算化の評価：フォーカス・グループ・インタビューによる

分析』（慶應義塾大学大学院文学研究科 図書館・情報学専攻情報資源管理分野 平成17年度修士論文），

2006.01，106p. 

[2006/01/Ha] 林賢紀，宮坂和孝「RSS（RDF Site Summary）を活用した新たな図書館サービスの展開：OPAC2.0

へ向けて」，『情報管理』，49(1)，2006.01，p11-23. 

[2006/02/Ya] 山田稔「ドイツ図書館もMARC21へ」，『司書の目と耳』（愛知淑徳大学図書館），2006.02.  

＊<http://www2.aasa.ac.jp/org/lib/j/issues_i/metomimi/metomimi2006html#20060217> [確認：

2009年2月22日] 

[2006/03/Do] 呑海沙織「学術情報基盤の形成：CADLISとNII（特集：第4回国際図書館学セミナー研究発

表等報告：日中両国のライブラリアンシップの相互理解と発展のために）」，『現代の図書館』，57(6)，

2006.03，p380-382. 

[2006/03/It] 伊藤光郎「最近の海外ILL事情：中央図書館レファレンス係の依頼の取り組みを中心に」，

『図書の譜』（明治大学図書館），通号10，2006.03，p142-158. 

[2006/03/Ko] 国公私立大学図書館協力委員会シンポジウム企画運営委員会「国公私立大学図書館協力委員

会ニュース：平成17年度シンポジウム「新たな相互協力をめざして：ILLサービスの課題と書誌ユーテ

ィリティ」報告」，『大学図書館研究』（ISSN:03860507），No.76，2006.03，p97-109.  

[2006/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「Webcat Plusの紹介（特集：Webcat Plus）」，『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，17号，2006.03.31. 

[2006/03/Ko] 国立情報学研究所コンテンツ課「平成 17年度遡及入力事業追加採択について」，
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[2007/09/Ku]○倉橋英逸「米国議会図書館における書誌コントロールの環境変化と再構築の道程」，『整理

技術研究グループ50周年記念論文集/日本図書館研究会整理技術研究グループ編』，(発売：日本図書館

協会)，2007.09，p84-104. 

[2007/09/Ma] 前川由美子，北克一「書誌ユーティリティにおける総合目録の品質管理の実証的研究：総合

目録データベース NACSIS-CATにおける書誌レコード調整の記録分析を通して」，『日本図書館情報学会

誌』，53(3)，2007.09，p188. 

[2007/09/No] 野末道子，江良隆一，坂本夏至「土木図書館目録書誌連想検索システム試行運用上に見る利

用者検索行動分析」，『土木学会年次学術講演会概要集（CD-ROM）』，Vol.62nd.Disk2.  

[2007/09/Ok] 岡本真「試論・理想のOPACを求めて：ユーザビリティの観点から（特集：図書館のアクセ

シビリティ・ユーザビリティ）」，『現代の図書館』，45(3)，2007.09，p136-142. 

[2007/09/Ok] 岡本真「Web2.0と図書館：BlogとRSSの活用を中心に（全国研究集会 第4分科会：図書館

とWeb2.0）」，『専門図書館』，225，2007.09，p64-70. 

[2007/09/Ta] 竹内比呂也「<特別講演>学術コミュニケーションの変容と図書館相互協力（日本病院ライブ

ラリー協会2007年度第1回研修会）」，『ほすぴたるらいぶらりあん』，114，2007.09，p153-159. 

[2007/09/Ta] 種市淳子（名古屋柳城短期大学図書館），逸村裕「短期大学図書館における目次を付与した

OPACの情報探索行動」，『日本図書館情報学会誌』，Vol.53，No.3，2007.09，p189. 

[2007/09/Ts] 筑木一郎「<研究文献レビュー>学術情報流通と大学図書館の学術情報サービス（CA1639）」，

『カレントアウェアネス』，No.293，2007.09，p21-30. 

[2007/09/Wa]○渡邊隆弘「LC「カルホーン報告書」をめぐる論争：整理と考察」，『整理技術研究グループ

50周年記念論文集/日本図書館研究会整理技術研究グループ編』，(発売：日本図書館協会)，2007.09. 

[2007/10/Ko] 小島浩之「図書館とOPAC（学術リーソースレビュー：学術サイト）」，『漢字文献情報処理研

究』（好文出版），No.8，2007.10，p168-171. 

[2007/11/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「図書所蔵レコード9,000万件突破!」『NACSIS-CAT/ILL

ニュースレター』，22号，2007.11.30.  

[2007/11/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「NIIでの目録品質管理(2)」『NACSIS-CAT/ILLニュー

スレター』，22号，2007.11.30.  

[2007/12/Da]「課題別分科会 ILL：大学図書館問題研究会第 38回全国大会記録」，『大学の図書館』（大学

図書館問題研究会），26(12)（通号409），2007.12，p224-226. 

[2007/12/Da]「課題別分科会 図書館システム：大学図書館問題研究会第38回全国大会記録」，『大学の図



 

書館』（大学図書館問題研究会），26(12)（通号409），2007.12，p232-234. 

[2007/12/Ka] 神山貴子（京都桂病院図書室）「Kinki Webcat:目録サポートチームからの紹介」，『病院図書

館』，Vol.27，No.2，2007.12，p64-66. 

[2007/12/Ya] 山中秀夫「コレクションの構築と運営：和古書の組織化とイメージ・データの有効性」，『情

報の科学と技術』，57(12)，2007.12，p556-560. 

2008年（平成20年） 

[2008/00/Mi] 宮田洋輔「JAPAN/MARCレコードからの自動構築可能な著作識別子の提案」，『三田図書館・

情報学会研究大会発表論文集』，（2008年度），2008，p69-72. ＊JAPAN/MARCの自動FRBR化の試行。 

[2008/00/Na] 中島正道，佐藤奨平，中島めぐみ「新渡戸稲造『武士道』の書誌事項をめぐる混乱について」，

『三田図書館・情報学会研究大会発表論文集』，（2008年度），2008，p73-76. ＊『武士道』英文初版の

刊年1899年説と1900年説を現物，Webcat Plus，LCのCatalogue等を照合し1900年と確定。 

[2008/01/Ku] 黒澤公人「現代の超巨大コンピュータ：世界中のデータを検索するコンピュータとは（シリ

ーズ・図書館システム管理の現場から；4）」，『図書館雑誌』，102(1)（通号1010），2008.01，p50-51. 

[2008/02/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「NIIでの目録品質管理(3)」，『NACSIS-CAT/ILLニュー

スレター』，23号，2008.02.29.  

[2008/02/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「メタデータ・データベース共同構築事業の終了につい

て」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，23号，2008.02.29.  

[2008/02/Ko] 小山憲司「ILL文献複写の需給状況の変化と学術情報の電子化（特集：大学図書館の現況）」，

『図書館雑誌』，102(2)（通号1011），2008.02，p97-99. 

[2008/02/Sa] 佐藤義則「NACSIS-CATと大学図書館のコレクションの現況（特集：大学図書館の現況）」，『図

書館雑誌』，102(2)（通号1011），2008.02，p100-102. ＊NACSIS-CATデータベースの分析 

[2008/03/Ka] 片山俊治「OCLCと地区サービス・プロバイダ（RSP）の連携から見えてくるもの」，『私立大

学図書館協会会報』，No.129，2008.03，p183-196. ＊PALINETとAmigo Library Service 

[2008/03/Ko]◎国立情報学研究所学術コンテンツ運営・連携本部図書館連携作業部会（次世代目録ワーキ

ンググループ）『次世代目録所在情報サービスの在り方について（中間報告）』，国立情報学研究所学術基

盤推進部学術学術コンテンツ課，2008.03，25p.  

[2008/03/Ko] 小材健[ほか] 「大学の図書館情報システムに対する要求工学的アプローチ」，『ディジタル

図書館』（ISSN13407287），No.34，2008.03，p33-41. 

[2008/03/Ku] 久保山健「次世代 OPAC導入事例リンク集」<http://dwsv.library.osaka-u.ac.jp 

/pitt_report/pitt200803ngc.html> 

[2008/03/Ku] 倉光典子「書誌コントロールの将来に向けたLCの取り組み（CA1650）」，『カレントアウェア

ネス』，No.295，2008.03，p2-5. 

[2008/03/Mi] 宮澤彰「UCSとUnicode：文字と文字コード管理（特集：書誌調整）」，『国立国会図書館月報』，

no.564，2008.03，p18-19. 

[2008/03/Na] 中林雅士（明治大学図書館）「大学間の図書館システムの統合：システムモデルと実装」，『私

立大学図書館協会会報』，通号129，2008.03，p156-174. ＊図書館システムのASP化など。 

[2008/03/Su] 鈴木宏子，鶴岡眞知子「ILLサービスにおける機関リポジトリとオープンアクセスのインパ

クト：千葉大学の経験から（動き始めた機関リポジトリ）」，『専門図書館』，228，2008.03，p1-6. 

[2008/03/Ta] 種市淳子（名古屋柳城短期大学図書館），逸村裕「短期大学図書館における情報探索行動：

目次を付与した OPACのログ分析と検索実験をもとにして」，『名古屋大学附属図書館研究年報』，No.5，

2008.03，p57-68. 

[2008/03/Ue] 上田洋，辰巳昭治，金田千寿，村上晴美，平方善雄「大阪市立大学携帯OPACの独自開発と

その評価」，『大学図書館研究』，No.82，2008.03，p40-50.  

[2008/04/Jo] ジェイ・ジョーダン（Jordan，Jay）「2008年OCLCの戦略，新サービス概観」，『薬学図書館』，

53(2)，2008.04，p122-129. 



 

[2008/04/Ka] 「NACSIS-CAT/ILLの「現状における問題点」とは？」，『カレントアウェアネス-E』，No.126，

2008.04，E772. 

[2008/04/To] 図書館退屈男「「猫の司書さん」に見るシステム開発の基本：大学図書館問題研究会関西４

支部新春合同例会「『猫の司書さん』を創った！～高校生が語る図書館システム～」を聴講して」，『大学

の図書館』，413，2008.04，p64-67. 

[2008/04/Ya] 矢ヶ部光「Project Shizuku：大学生による図書館情報システムへの挑戦（図書館の若き力）」，

『大学の図書館』，413，2008.04，p59-61. 

[2008/05/Ha] 原田隆史「図書館システムについて一緒に考えてみませんか：Project NEXT-Lへの誘い（シ

リーズ・図書館システム管理の現場から；7）」，『図書館雑誌』，102(5)，2008.05，p308-309. 

[2008/05/Ha] 林賢紀「Firefox検索バー用の OPAC検索プラグインを自作する（特集：ソフトウェア活用

のススメ）」，『情報の科学と技術』，58(5)，2008.05，p242-247. 

[2008/05/Ya] 山田稔「次の国際目録原則（International Cataloging Principles）の最終的な草案が公

開された」，『司書の目と耳』（愛知淑徳大学図書館），2008.05.  

＊<http://www2.aasa.ac.jp/org/lib/j/issues_i/metomimi/metomimi2008html#20080502> [確認：2009

年2月22日] 

[2008/06/Ha] 林賢紀「次世代の図書館システムとOPAC」，『医学図書館』，55(2)，2008.06，p121-126. 

[2008/06/Hi] 日高友江「情報の保存と資料の修復：山口大学所蔵戦前期東アジア関係資料の可能性：ILL

での利用と保存の問題を端緒として」，『現代の図書館』，Vol.46，No.2，2008.06，p97-101.＊内容：

1)NACSIS-CATへの登録，2)反響とILLへの影響，3)資料の保存のために，4)今後の展望と資料の可能性。 

[2008/06/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「「次世代目録所在情報サービスの在り方について（中

間報告）」の公開」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，24号，2008.06.30.  

[2008/06/Ko] 国立情報学研究所学術コンテンツ課「平成20年度次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業

総合目録データベース遡及入力事業の実施について」，『NACSIS-CAT/ILLニュースレター』，24号，

2008.06.30.  

[2008/06/Ko] 小西和信「<動向レビュー>日本の学術情報流通政策を考えるために（CA1667）」，『カレント

アウェアネス』，No.296，2008.06，p17-22. 

[2008/06/Ta] 田辺浩介「海外で開発される図書館向けオープンソース・ソフトウェア：総合型図書館管理

システム・OPAC編（シリーズ・図書館システム管理の現場から；8」，『図書館雑誌』，102(6)，2008.06，

p398-399. 

[2008/07/Ko] 小池勇治，西岡真吾，森本武資，丸山雄三，高野明彦「分散連想計算サーバー群を統合する

連想検索システム「想・IMAGINE」（アーキテクチャ）」，『電子情報通信学会技術研究報告．NLC，言語理

解とコミュニケーション』（ISSN09135685），108(141)，2008.07，p31-36. 

[2008/07/Ma] 松井純子，河手太士「図書館目録の将来設計：主題検索機能の提供を中心に」，『図書館界』，

60(2)，2008.07，p102-113. 

[2008/07/Su] 寸田五郎「宮崎大学附属図書館における OPACと Junii＋のマッシュアップ（図書館システ

ムと他システムとの連携）」，『大学の図書館』，416，2008.07，p145-146. 

[2008/07/Ta] 高木貞治「熊本大学附属図書館における他システムとの連携事例：図書館システムと大学ポ

ータルの統合認証を中心に（図書館システムと他システムとの連携）」，『大学の図書館』，416，2008.07，

p142-145. 

[2008/07/Ta] 田辺浩介「日本で開発される図書館向けオープンソース・ソフトウェア：Project NEXT-L

編（シリーズ・図書館システム管理の現場から；9」，『図書館雑誌』，102(5)，2008.07，p468-469. 

[2008/07/Wa] 渡邊隆弘「新しい目録規則に向けて<座標>」，『図書館界』，341，2008.07，p53. 

[2008/08/Ha] 林賢紀「変貌するOPAC：「目録検索サービス」を超えて（シリーズ・図書館システム管理の

現場から；10）」，『図書館雑誌』，102(8)，2008.08，p546-547. 

[2008/08/Ue] 上田志保「NDLの書誌作成：和図書（クローズアップNDL；第3回」，『図書館雑誌』，102(8)，



 

2008.08，p532. 

[2008/09/Ha] 橋武志「VBAプログラムと節約のすすめ：図書館システムのデータ処理について」，『中部図

書館学会誌』，49，2008.09，p179-183. 

[2008/09/Ha] 橋詰秋子「書誌レコードの基本要件（FRBR）と新しい国際目録原則覚書：目録の今後の方向

性（特集：これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p159-165. 

[2008/09/Ho] 細川聖二，平田義郎，齊藤泰雄，内藤裕美子「国立情報学研究所 次世代目録所在情報サー

ビスの検討状況（特集：目録の現状と未来）」，『情報の科学と技術』，58(9)，2008.09，p442-447. 

[2008/09/Ho] 細川聖二，平田義郎，齊藤泰雄「NIIアクションプランの成果とNACSIS-CAT/ILLの今後（特

集：これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p172-178. 

[2008/09/Iz] 泉浩三ほか「西洋古版本の構造とその書誌作成（2007年度東海地区研究部会研究会分科会

報告大会）」，『私立大学図書館協会会報』，通号130，2008.09，p98-103. 

[2008/09/Na] 永田治樹「図書館の資源記述（目録）の今後（特集：目録の現状と未来）」，『情報の科学と

技術』，58(9)，2008.09，p424-429. ＊LCの『書誌コントロールの将来に関するワーキング・グループ

報告書』を踏まえた資源記述（目録）のあり方を検討。 

[2008/09/Na] 中井万知子「国立国会図書館の書誌データ作成・提供のこれから：2008年からの新しい方

針（特集：これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p179-183. 

[2008/09/Nu] 沼田晃佑ほか「和漢古書の情報を読む：複雑さと個性の世界（2007年度東海地区研究部会

研究会分科会報告大会）」，『私立大学図書館協会会報』，通号130，2008.09，p104-109. 

[2008/09/Ok] 岡嶌偉久子「総合目録における和漢古書書誌記述の考察：主として注記記述のあり方につい

て（2007年度西地区部会研究会）」，『私立大学図書館協会会報』，通号130，2008.09，p213-222. ＊現

物情報の「転記」を提案。  

[2008/09/Ok] 奥山智靖「愛三岐に図書館あり；愛知編：1994-2000年目録の記憶を辿る」，『中部図書館学

会誌』，49，2008.09，p41-48. 

[2008/09/Oo] 大串純子，高井君枝「東京都立図書館の整理業務について：日本語資料の場合（特集：目録

の現状と未来）」，『情報の科学と技術』，58(9)，2008.09，p448-453. 

[2008/09/Oo] 大塩裕子「創価大学図書館におけるOPAC高度化の取組み（特集：これからの図書館目録に

向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p184-195. 

[2008/09/Sa] 酒見佳世「目録業務の進むべき方向とは？：トロント大学図書館研修報告（特集：目録の現

状と未来）」，『情報の科学と技術』，58(9)，2008.09，p. 

[2008/09/Sa] 佐藤義則「デジタル環境下の書誌コントロール：これからの図書館目録に向けた動き（特集：

これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p151-158. 

[2008/09/Sa] 佐藤義則「NACSIS-CATの過去・現在・将来（講演）」， 2008.09，63コマ. ＊「日本図書館

研究会情報組織化研究グループ」（大阪市立浪速人権文化センター，2008年9月20日）における講演の

プレゼン資料。 

[2008/09/Sh] 清水ゆかり「「相互貸借，特に利用者からのオンライン申込に関するアンケート」集計報告

（2007年度東海地区研究部会研究会分科会報告大会）」，『私立大学図書館協会会報』，通号130，2008.09，

p175-184. 

[2008/09/Su] 鈴木啓子「世界に向けての新しい目録規則 RDA策定の動向：ある米国目録司書からの報告

（特集：これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p166-171. 

[2008/09/Ta] 田辺浩介「Project NEXT-Lプロトタイプで実現する「新しい目録」ERBRと「Web2.0」の実

装（特集：これからの図書館目録に向けて）」，『現代の図書館』，46(3)（通号187），2008.09，p196-213. 
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